
持続可能性に関わる諸要素の関係整理について 

 

1. 要素関係図の内容 

・ 第２回～第５回検討会における各委員の先生方の御発表をもとに、各分野の問題や原

因・結果等の各種要素の関連を示したもの。 

・ 環境の悪化・保全といった方向性は敢えて示さず、主要な問題要素と原因・結果等の関

係を中心に表現している。 

・ 御発表の内容ごとに作成したものであり、持続可能な社会ビジョンの検討という観点か

らは、必ずしも必要な分野を網羅している訳ではない。 

・ 事務局がたたき台作成の後、先生方にコメントをいただき修正した。今後も適宜修正を

行う。 

 
御発表 分野 

A2 明日香壽川 第 4回検討会 中国・温暖化・国際協力 
A3 山本 博一 第 3回検討会 森林資源 
A4 花木 啓祐 第 3回検討会 都市 
B1 太田 宏 第 4回検討会 国際政治 
B2 西岡 秀三 第 4回検討会 気候変化 
B3 広井 良典 第 5回検討会 持続可能な福祉社会 
B4 細田 衛士 第 4回検討会 経済と環境 
C1 柴田 康行 第 5回検討会 化学物質 
C2 沖  大幹 第 2回検討会 水資源 
C4 川島 博之 第 2回検討会 食料 
D1 若林 敬子 第 5回検討会 人口 
D2 湯原 哲夫 第 3回検討会 エネルギー 
D3 湯本 貴和 第 2回検討会 生物多様性 
D4 森口 祐一 第 5回検討会 廃棄物・循環型社会 

（敬称略、記号は合宿グループ分けに対応させたもの） 

  

2. 合宿及び今後の作業における位置付け 

・ 2007年 1月の合宿において、持続可能な社会において各分野がどうあるべきか、またど

のようにそれを実現していくかの検討材料として活用する。 

・ 合宿のひとつのアウトプットとして、全分野を網羅した要素関係図を作成する。そのた

め、合宿までに、完成形のイメージ作成及び追加・整理すべき分野の抽出を行う。 

（資料 2参照） 
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1 2006.10.6 第4回検討会 明日香壽川委員講演より作成

中国・温暖化・国際協力
持続可能性に関わる諸要素の関係整理

目標設定
合意形成の
実現

予防原則の
徹底的な
適用

政治主導の
リスク管理

長期と短･
中期目標組
み合わせ

社会による
現実の把握

科学の限界
に対する
認識

価値判断は
不可避とい
う認識

分配問題
という認識

倫理問題と
いう認識

交渉モード
からの脱却

国際協力レ
ジーム形成
の障害

被害の
未顕在化

組織作りの
困難さ

資金不足
外交関係
領土問題

都市と農村
の二重構造

石炭依存
構造

共産党体制
崩壊？

原子力発電 リスク拡大

環境･エネ
ルギーに負
の影響

NGO活動活
発化など正
の影響

温暖化長期目標設定 国際協力レジーム形成

脱硫装置の
普及

SOx排出

20年後の中国

一人っ子政
策の動向

戸籍政策の
動向

A,2

CO2排出
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木材自給率

代替資源の
動向

人工林率･
齢級構成

間伐

国内木材
需要

国内林業の
規模・競争
力

海外事情

薪炭材
消費量

産業用材
消費量

人口

経済規模
森林面積

国土の保全、
洪水防止

生物多様性
の保全

炭素循環へ
の寄与

水資源の保
全

保健休養、
精神的な寄
与

日本固有文
化の形成

バイオマス
エネルギー

森林蓄積量

バイオマス
エネルギー
需要

温暖化

森林資源

植林・造林

植林・造林
技術

野生動物
土地所有権
など法的枠
組み

木材価格

林業の雇用
環境

森林の機能

消費者の木
材製品に対
する志向

山村の地域
コミュニ
ティ

2006.9.19 第3回検討会 山本博一委員講演より作成

森林資源

【国内】

【世界】

森林伐採

A,3

持続可能性に関わる諸要素の関係整理



3 2006.9.19 第3回検討会 花木啓祐委員講演より作成

都市

大気汚染
水質汚濁

森林破壊
土壌流出

ヒートアイ
ランド

都市外縁部
無秩序化

スクォッ
ター

Waste-
picker

都市への
人口集中

経済発展

都市構造

【国内】

【世界】 物理的環境問題

社会的問題

民生･運輸
CO2排出量

ライフ
スタイル

人口

人口分布

コンパクト
シティ

二地域居住

モーダル
シフト

地域冷暖房

再生可能
エネルギー
利用

A,4

持続可能性に関わる諸要素の関係整理
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国際政治

2006.10.6 第4回検討会 大田宏委員講演より作成

環境の
希少性増大

国家の
弱体化

再生可能な
資源量の減
少･質の悪化

人口増加

不平等な
資源への
アクセス

移民の排除

経済的生産
性の低下

クーデター

民族的扮装

損失型
紛争

世界主義

共同体主義

国際協調型
社会

ナショナリ
ズム

勢力均衡型
社会

個人主義

勢力分散型
社会

経済的合理
主義の世界

国際政治変動パラダイム

宇宙的
世界観

精神性豊か
な世界観

持続可能な
世界

人間中心の
世界観

保全(功利)
主義の世界

物質主義的
世界観

資源･環境
搾取の世界

人工的かつ
仮想的世界

世界観と世界の持続可能性

環境変化と暴力的紛争

地球環境ガバナンス

地球環境ガ
バナンスの
発展

地球環境ガバナンスの
選択肢及び将来

・新･現実主義者
・新･制度論者
・理想主義者

有効な参加
のインセン
ティブ

衡平国際合
意内容

多様な主体
の参画

B,1

持続可能性に関わる諸要素の関係整理



5

気候変化

2006.10.6 第4回検討会 西岡秀三委員講演より作成

サービス
需要
原単位

気温上昇

産業

エネルギー
効率

炭素強度

民生 交通 エネルギー
供給

人口
世帯数

日本の
GHG排出量

産業構造

生産エネル
ギー効率

天然ガス･
バイオマス
燃料利用

断熱次世代
基準適合

HEMSによる
制御･
情報提供

高効率HP･
照明

太陽光発電

バイオマス
利用

太陽熱温水
器

コンパクト
なまちづく

り

駐輪場など
インフラ整

備

バイオマス
ハイブリッ
ド車

ITによる電
力負荷調整

バイオマス
発電

オール電化
住宅

モーダル
シフト

燃料電池

燃料電池

電気自動車

原子力発電

CCS

水素供給

温暖化影響

大気中
GHG濃度

世界の
GHG排出量

B,2

持続可能性に関わる諸要素の関係整理



6 2006.10.27 第5回検討会 広井良典委員講演より作成

持続可能性な福祉社会

先進国の
中で低い社
会保障費

家族による
社会保障代
替機能

公共事業･
産業政策の
社会保障
代替機能

経済成長

これまでの50年

雇用確保

会社による
社会保障
代替機能

人口減少
少子高齢化

これからの50年

成長による
解決の限界

「環境と福祉の統合」を通じた
「持続可能な福祉社会」の実現

・社会保障財源としての環境税
・ベーシックインカム
・労働時間削減と1.5モデル
・自然との関わりを通じたケア
・持続可能なコミュニティ
・コンパクトシティ
・グローバルタックスを通じた再配分
・社会保障の国際協力と
リージョナルレベルの再配分

・アジア環境エネルギー共同体

年金＞福祉

B,3

持続可能性に関わる諸要素の関係整理
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経済と環境

2006.10.6 第4回検討会 細田衛士委員講演より作成

物価

経済成長

大気汚染
物質排出量

公害防止
省エネ投資

ごみ発生量

森林資源

水循環

日系企業の
海外進出

動脈･
静脈資源
貿易拡大

アジアの
急成長

太平洋戦争

石油
ショック

エネルギー
効率

政策

市場

制度

円高

外的要因

今後懸念される問題

政策

資源枯渇

静脈資源吸
収源として
の中国への
過剰依存

B,4

持続可能性に関わる諸要素の関係整理


